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１．はじめに   
現代社会は急速な変化と複雑化が進み，Society5.0 と呼ばれる新たな社会へと移行しつつある。

この新たな社会は，経済発展と社会的課題の解決が期待されている１）。新たな社会を生きる子ども

たちには，既存の考えにとらわれることなく，新たな価値を生み出すことができる「イノベーター」

としての態度や，自ら課題を見出し，解決に向けて行動する「アントレプレナーシップ（起業家的

精神）」が求められている。このような創造的問題解決を実施する資質・能力は，Society5.0 以降

の新たな社会において身につけるべきものである。金沢大学附属中学校（以下，本校）では，この

資質・能力を「新たな価値を創造する資質・能力」と名付け，新設教科「創造デザイン科」で新た

な価値を創造する資質・能力の「資質（創造的問題解決を実践するイノベーターの有する態度）」に

着目し，育成してきた２）。 

今日の学校保健においては，単に健康に関する知識を習得させるだけでなく，生徒自身が生活上

の健康課題を発見し，その解決に向けて主体的に行動できる力を育成することが求められている。

特に，保健学習で扱う睡眠や生活習慣の課題は，一律の正解が存在するものではない。例えば睡眠

改善においても，生徒によって生活環境や，家庭環境，部活動，デジタル機器の利用状況などが異

なるため，自分自身の実態を分析し，多様な選択肢の中から実行可能な方法を考える必要がある。

この過程は，健康課題を発見し，解決策を創造し，実践を通して改善を図る創造的問題解決そのも

のであるといえる。そこで本研究では，創造的に問題解決を試みる生徒を学校保健としてどのよう

に育むことができるのか検証していく。 

 

２．育成を目指す態度 

（１）本校で育成を目指すイノベーターの有する態度の設定 

これまでの学校教育には，生徒を自立した学習者として育成しきれていないという指摘がさ

れている３）。自ら課題を見つけ，解決に向けて主体的に取り組む姿勢こそが，これからの社

会で求められる学習者の姿である。この自立した学習者とイノベーターが有する態度とでは重

なる部分があり，トニー・ワグナーはイノベーターが有している態度として，好奇心があるこ

とや問題に敏感であること等をあげている４）。また，ヤング吉原ら５）は，イノベーターのマ

インドセットとして，「ひとまずやってみる」ことや「失敗して，前進する」ことなどをあげ

ている。そこで本校では，イノベーターと自立した学習者に共通して見られる態度を，本校で

育成を目指す態度と設定することとした。 

イノベーターと自立した学習者に共通して見られる態度を次のように検討した。①校内研究

会にて，本校職員一人一人がイノベーターが有する態度と自立した学習者が有する態度を個人

で考え，付箋で記録する。②その付箋を各学年で集めKJ法にてグループ化，ラベル化，図解

化を行う。③これらを学年で発表し，共通の態度の要素を共有する。④共通の態度の要素をさ

らにグループ化し,そこから研究部で共通の態度を作成する。この手順ののち，共通の態度が

学習指導要領や各教科等の学習指導とどのように関係しているかを考察し，本校が育成する７



つの態度を定めた（表１）。昨年度これら７つの態度の育成を各教科で図り，授業実践を提案

した。今年度は昨年度の反省を踏まえ，引き続き７つの態度の育成を試みる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学校保健として育成を目指す態度 

学校保健では，保健分野の学習を通して「B 自ら問題を見つけようとする態度」の育成を

試みる。この態度は，生徒が自身の生活習慣や健康状態を客観的に捉え，健康上の課題に気付

き，その改善に向けて主体的に行動しようとする姿勢を指す。 

中学校学習指導要領保健体育編では，保健分野の目標として「健康についての自他の課題を

発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う」ことが示さ

れている。また，「生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し，明るく豊かな生活を営む態

度を養う」ことも求められている。保健分野は，健康に関する知識の習得にとどまらず，自ら

課題を発見し，その解決に向けて主体的に取り組む資質・能力の育成を重視している。 

一方，特別活動においては，「集団や自己の生活上の課題を見いだし，解決するために話し

合い，合意形成を図ったり，意思決定したりすることができるようにする」ことが目標として

示されている。また，学級活動では「学級や学校におけるよりよい生活づくりに参画し，諸問

題を解決しようとする自主的，実践的な態度」を育成することが求められている。  

このことから，「自ら問題を見つけようとする態度」は，保健分野における健康課題の発見

と解決を支える基盤であると同時に，特別活動において自己や集団の生活上の課題を見いだ

し，主体的に解決しようとする態度の形成にもつながると考えられる。特に睡眠習慣の改善を

題材とした学習では，生徒が自身の生活を振り返り，課題を認識し，解決方法を検討・実践す

る過程を経験することになる。この過程は，保健分野で求められる健康課題解決能力の育成

と，特別活動で重視される主体的・実践的な問題解決の態度の育成を同時に実現するものであ

る。  

したがって，本研究において育成を目指す「自ら問題を見つけようとする態度」は，保健分

野の教科目標の達成に資するだけでなく，特別活動が目指す主体的・実践的な課題解決能力の

育成にも寄与するものであり，両者を接続する中核的な資質・能力として位置付けることがで

きる。 

 
 
 
 
 

A 主体的に取り組む態度 

B 自ら問題を見つけようとする態度 

C 新しいものを取り入れようとする態度 

D 批判的に物事を見ようとする態度 

E 他者と協働する態度 

F 失敗を恐れない態度 

G 計画を立てて実行する態度 

表１ 本校で育成を目指す７つの態度  



３．指導の手立てと評価方法の検討 

（１）指導の手立ての検討 

本研究では，睡眠状態の改善そのものを最終的な目標とするのではなく，生徒が自らの生活

を振り返り，その中に潜む健康課題を発見し，解決に向けて主体的に取り組もうとする態度の

育成を重視する。 

学習指導要領において保健分野は，健康や安全に関する課題を発見し，その解決に向けて思

考・判断するとともに，主体的に取り組む資質・能力の育成を求めている。保健の「見方・考

え方」は，健康課題を捉え，生活の質の向上につなげることを重視しており，生徒自身が課題

発見の主体となることが期待されている。このような資質・能力を育成するため，本研究では

指導の手立てとして自己調整学習（Self-Regulated Learning）の考え方を援用する。自己調整

学習は Zimmerman の理論に基づき，「予見（目標設定）」「遂行（実践・モニタリング）」「省察（振

り返り）」の 3 段階の循環モデルとして説明されており，６）指導に取り入れていく。また，課

題発見のために自分の睡眠について２週間チェックシートを記入させ，授業で課題を考える群

と，チェックシート無しで授業のみで自分の睡眠について振り返る群にわけ，課題発見のため

の手立てについて比較検証していく。 

 

（２）評価の手立ての検討 

本研究では，睡眠時間や睡眠満足度といった指標に加え，生徒が自己の生活に潜む課題を発

見し，その原因を分析した上で改善策を実践しようとする過程を評価対象とした。これは，学

習指導要領が求める「主体的に学習に取り組む態度」を，生活改善への意欲ではなく，自己調

整を伴う課題解決過程として捉えたものである。また，自己調整学習理論に基づき，目標設定，

実践，省察の過程を評価に位置付けることで，生徒が睡眠改善を通して健康課題に主体的に向

き合う力をどの程度獲得したかを把握することが可能になると考えられる。 
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５．単元計画 

２年 題材名「自分の睡眠についての課題を発見しよう」 題材計画（１時間） 

時  学習内容・ねらい（■） 主な活動など（丸数字）  
 評価方法  

知  思  態   

事前①  事前調査      

事前②  ２クラスのみ授業に向けて睡眠チェックシート記入（２週間）     ワークシート  

１  

■自分の睡眠習慣を客観的に捉え，睡眠に関する課題を発見する。 

①睡眠の基礎知識について学ぶ 

②自分の睡眠の課題と原因について考える。  

③自分の目標を決める。  

①  ①  ①  観察・ワー

クシート  

事後①  睡眠モニタリングと自分で決めた目標行動を２週間実行する。     ワークシート  

事後②  事後調査      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


